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委員会承諾番号 28-001、UMIN 登録番号 000026203）の対象患者は，当院の 65 歳以上の
高齢者 2 型糖尿病患者 132 人（男性 63 人，女性 69 人，平均年齢 78.3±8.0 歳）．広義



















 全体の平均データでは，糖尿病罹病期間は 17.7±11.3 年，HbA1c は 7.1±1.0%，BMI は
23.0±4.4kg/㎡であった．インスリン療法 19 例，SU・グリニド薬 44 例，その他薬剤と


















 高齢者 2 型糖尿病患者では，加齢と血中 Alb 低値が最も強いフレイルの危険因子であ
り，単回帰分析では有意であった Hb 値が重回帰分析では有意な因子ではなく，HbA1c 低
値は貧血とは独立した危険因子であることを明らかにした．高齢者 2 型糖尿病患者にお
いて，フレイルの重症度と相関する危険因子を初めて同定した．糖尿病患者の高齢化と
共に，HbA1c 高値だけでなく低値も，認知症や脳卒中，死亡率増加に関連するという U 字




義フレイルは U 字の関係（血糖 160mg/dl 未満や 180mg/dl 以上がリスク）があったと報















高血糖，肥満，高血圧，脂質異常症などの metabolic syndrome と言われるリスク因子




















質異常症などの metabolic syndrome と言われるリスク因子が、加齢によって、低栄

















































HbA1c が低いことが良いとされていたが、近年の、65 歳以上、70・80 歳以上の高齢者
を対象とした研究では、血糖・脂質・血圧の数値が低い方が死亡率と関わっていると











れならば Hb を抜いて重回帰分析を行えば HbA1c がもっと有意な因子として出たかも
しれない。Hb は絶対値、HbA1c は％と数値の単位が違うせいかもしれない。解析の信
頼性はどうか。 





























サルコペニアのリスク因子の結果には Alb 低値や HbA1c 低値は含まれず、フレイルも
有意なリスク因子ではなかったので、改めてサルコペニアとフレイルはまた違う状態
であることが分かった。主論文の評価項目に内分泌等の項目を追加した研究であるこ
とや、糖尿病チームを中心として行った研究であるため、糖尿病患者を対象とした研
究となった。今後は対象患者数を増やし、非糖尿病患者でもデータを取り糖尿病患者
と非糖尿病患者で比較した結果が出せるようにしたい。 
 
以上の質疑を中心に活発な討議が行われ、申請者は適切に回答した。本論文は、日本
人高齢者糖尿病患者において、HbA1c 低値がフレイルの重症度に関係することを初め
て示した研究であり、新規性が高く、学位論文に値すると評価された。 
 
